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CTI液 化機の重大故障発生 とその見事な

修理 についての報告

低 温 セ ン タ ー 堀 秀 信(豊 中 )
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液化 機 の シャ フ ト修 理 状 況

この3月13日 低温 セ ン ター豊 中分室 のCT工 液化 機

の メイ ン シ ャフ トが 折 れ る とい う事 故 が発 生 致 しま した。

この メ イ ン シャ フ トと言 うの は,液 化 機 の断熱 圧縮 用 シ

リンダ ーの ピス トンを動 か して い る大 きな プ ー リーの シ

ャフ トの 事で す 。 その 修 理 につ い ては 事故 発 生 当初,部

品 が入 手 しに くい 事か ら少 くと も1ケ 月は かか る と予 想

され ーました が,豊 中分室 の浅 井 氏 を始 め とす る技官 の 皆

様 の 見事 な対 応 策 が功 を奏 して,事 故 発 生後 わ ずか4日

で 応急 修 理 が完 了 し,日 曜 日をは さ んで わず か6日 後 の

月曜 日には平 常 の 液 体He供 給 体制 に も ど りま した。 こ

の 事故 に関 しま して は物 理学 会 がす ぐ2週 間後 に控 えて

い る事 もあ って 多 くの皆 様 が この修 理の 早期 完 了 を熱 望

され修 理の 様子 を直接 見 に来 られ た:方も多数 お られ ま し

た。 そ こで この修 理 の模 様 の報 告 を す る事 と,通 常低 温

セン ター で行 って い て表 に現 われ な い数 々の努 力 の一 端

を 皆様 に知 って い ただ くた め今 回の事 故 発 生,修 理 の様 子 をル ポル ター ジ ュ風 に報 告 させ て戴 きます 。

3月13日 の 正午 頃事 故 が発 生,低 温 セ ンター の浅井 氏 が伊 達 セ ン ター長 の所 へ 故障 発 生 の報 告 に飛

ぶ。 そ の 時,浅 井 氏 の 「直径3伽 位 の こん な 太 い鋼 鉄 の シャ フ トが 折 れ る事 な ど信 じ られな い ・・… … 」

とい う言葉 が 印 象 的だ った。 同 日午後,私 は と りあ えず 液体He.供 給 休止 の通 知 を出 し た。一 方 浅井 氏

は 部品 をCT工 社 に発 注 しす ぐ送 って くれ る よ うに依頼 し た。 そ の後す ぐ,浅 井 氏 と話 し合 った結 果,

「現 在 約1004のHeが 残 って い るが これ は5006の ベ ッ セル に入 って 澄 り,そ れ を空 にす る と後

日液化 機 を修 理 した時,予 冷 に2,3日 か か るか ら,と りあ えず これ の 供給 も凍結 し よ う。」とい う事 にな

った。 同 日夕刻,私 の 所 に1004のHeを 供 給せ よ とい う申 し込 み が2,3あ ったが 全部 お 断わ りした。

しか しな かな か納 得 され ない:方もあ った。 一 方 液化 機 をに らみ つ づけ て い た浅井 氏 は 液化 機 が冷 たい か

ら触 られない が必ず なん とか して みせ る・・・・・… 」と次第 に 満 ちて くる 自信 に 自 ら うなつ いて い た。3月

14日,液 化 機 の温 度 が 上 るーまで2日 ほ どか か るの で この 日 も液化 機 は 前 日の ま ーまで あっ た。数 名 の教

授,助 教 授 の方 々が実 際 の現 場 を見 に来 られ浅井 氏 に修 理 の様 子,方 法 等 の話 を聞 いて い かれ た。 そ の

後,あ る教 授 の言 に よれば,「 優 秀 な技 官 は,こ の ような 時 に燃 え る 」と言わ れ たそ うで あ る。3月15

日朝 よ り浅井 氏等 が 液化 機 の解 体 を行 い対 策 を考 え た。 修 理の 方 針 は折 れ た シ ャ フ トの 短い 部 分 を別 の

鋼 と入 れ かえ,残 った 部分 との接 続 は両 者 に逆 ネ ジ を切 り,そ れ をね じ込 ん で溶 接す る。そ の後旋 盤 で
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